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▲島津海関（左）1月場所初日
　写真提供：島津海郷土後援会

【プロフィール】【プロフィール】

島津海　空　　東前頭十七枚目島津海　空　　東前頭十七枚目
（しまづうみ　そら）（しまづうみ　そら）

所属部屋：放駒所属部屋：放駒
本名：中園　空本名：中園　空
しこ名歴：中園　→　島津海しこ名歴：中園　→　島津海
生年月日：平成8年5月18日（27歳）生年月日：平成8年5月18日（27歳）
出身地：鹿児島県西之表市出身地：鹿児島県西之表市
身長：175.0 ㎝身長：175.0 ㎝
体重：160.0 ㎏体重：160.0 ㎏
得意技：モロ差し・寄り得意技：モロ差し・寄り
初土俵：平成 24 年 3月場所初土俵：平成 24 年 3月場所
新十両：令和 4年 3月場所新十両：令和 4年 3月場所
新入幕：令和 6年 1月場所新入幕：令和 6年 1月場所

市民の皆さま市民の皆さま
島津海関へのご声援をよろしくお願いします島津海関へのご声援をよろしくお願いします
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「関係者の皆さまはじめ、地元で「関係者の皆さまはじめ、地元で
ある種子島からもたくさんの応援ある種子島からもたくさんの応援
をいただいていることが、大きなをいただいていることが、大きな
励みになっています。まだまだ番励みになっています。まだまだ番
付表には上があります。稽古に励付表には上があります。稽古に励
んで上を目指していきます。応援んで上を目指していきます。応援
をよろしくお願いします」をよろしくお願いします」
（謝辞を一部抜粋）（謝辞を一部抜粋）

種子島出身の幕内力士は種子島出身の幕内力士は
　　　　　　　　　　20 年ぶりの誕生20年ぶりの誕生

市政の窓 2024.3 月号
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種子島中学校
令和５年度学校保健・文部科学大臣表彰を受賞
　令和 5年 12 月 20 日（水）、種子島中学校生徒会　令和 5年 12 月 20 日（水）、種子島中学校生徒会
保体部長の宮田賢航さん ( 写真右）、副部長の吉元芯保体部長の宮田賢航さん ( 写真右）、副部長の吉元芯
さん（写真中央）、ハ～ミ～（生徒によってデザインさん（写真中央）、ハ～ミ～（生徒によってデザイン
された歯みがきキャラクター：写真左）が令和 5年された歯みがきキャラクター：写真左）が令和 5年
度学校保健・文部科学大臣表彰受賞報告のため、市役度学校保健・文部科学大臣表彰受賞報告のため、市役
所を訪れました。所を訪れました。
　ここでは、生徒発信から学校へ、そして保護者まで　ここでは、生徒発信から学校へ、そして保護者まで
を巻き込んで目指した「歯と口の健康」についての取を巻き込んで目指した「歯と口の健康」についての取
組とその成果が「令和５年度学校保健・文部科学大臣組とその成果が「令和５年度学校保健・文部科学大臣
表彰」の受賞へと繋がった種子島中学校生徒会保体部表彰」の受賞へと繋がった種子島中学校生徒会保体部
の活動を紹介します。の活動を紹介します。

▲ク▲ククククククク▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ククククク▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ククククク▲▲▲▲▲▲▲ク▲▲▲▲▲クククク▲ク▲▲▲▲▲▲ク▲クククク▲ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク▲クククククククククククククククククククククククククククククククククク▲ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク ススラララララララススララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララススラララララララララララララララララララララララララララララスララララララララララスラララララスラスララララスラララララスララララ でで音で音で音で音音音で音音で音で音で音で音楽楽にに楽に楽ににににににににににににににににに楽楽楽 合合合合合合合合合合合わ合わわわわわわわわわ合わわわわわわわ合合合合合合合合わ合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわ合合合合わわわ合合合合合わわわわわわ合合わわわわわわ合合わわわわわわ合合合わわわわわわわわわわ合わわわわ合合わわわわわわ合わわわわ合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ合合わわわわわわわわわわ合わ合合わ合合合合合合合わわわわわわわわわ合合合合合合合合合合合合合わ合合合合わ合合合わ合合わ合わ合合わ合合わわ合合わ合わわわわわわわ合わ合合合わ合わわわわ合合 せせせせたせたせせせせせたたたたたたたたせせたせたたたたせたたたたたせせせせたたたせたたたたたたせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせたたたたたたたせせせたせせたたたたたたせたたたたたせせせせせせせたたたせたせせたたたたせせせせたせせせせせたたたたたたせせせせたせたせせせせせたたせせせたせせせせたせせせせせせたたたせせせせせたたたた歯歯みみ歯みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ歯みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみがががががきががききががががきがききががががががききききききききががががががががががががががががががががががががががががががががががががきがががががききがががきががががきがががががががきがきがががががががききがががががきがきががききききががききききががきききががきがきがきがききがががががききががががききががきががきががきがきががきがきがががきききがき▲ク▲ク▲ク▲ク▲ク▲ク▲ククククラスラスラスラスラスラスラスラスラ で音で音で音で音で音で音で音で音で音で音楽に楽に楽に楽に楽に楽に楽に楽に楽に楽 合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせたせたせたせたせたせたせたせたせたた歯み歯み歯み歯み歯み歯み歯み歯み歯み歯みがきがきがきがきがきがきがきがきがきが

　種子島中学校生徒会保体部では、年間活動目標を掲げ、この目標を達成できるように、体育分野　種子島中学校生徒会保体部では、年間活動目標を掲げ、この目標を達成できるように、体育分野
と保健分野でバランスよく構成された月別の目標を定めています。その月別の目標の中でも「歯とと保健分野でバランスよく構成された月別の目標を定めています。その月別の目標の中でも「歯と
口の健康について考えよう」という目標を 2回掲げ、この目標を達成するために生徒会保体部が定口の健康について考えよう」という目標を 2回掲げ、この目標を達成するために生徒会保体部が定
めた具体的な目標。めた具体的な目標。
　それが　それが

【年間目標】『一人ひとりが健康、安全に学校生活を送れるように環境を作り、【年間目標】『一人ひとりが健康、安全に学校生活を送れるように環境を作り、
　　　　　　体育的行事に積極的に取り組めるようにする』　　　　　　体育的行事に積極的に取り組めるようにする』

鹿児島県No. １のキレイな歯の学校を目指そう‼鹿児島県No. １のキレイな歯の学校を目指そう‼

◎毎月８日を◎毎月８日を「歯っぴーDay]「歯っぴーDay]
　その週は　その週は「歯っぴーWeek」「歯っぴーWeek」

▲生徒会による呼びかけ活動▲生徒会による呼びかけ活動

・クラスで音楽に合わせた歯みがき・クラスで音楽に合わせた歯みがき
・生徒会による校門での呼びかけ活動・生徒会による校門での呼びかけ活動
・担任からの保健指導・担任からの保健指導

◎学習発表会での発表◎学習発表会での発表
・歯の健康を守るために、必要なポイントの提案・歯の健康を守るために、必要なポイントの提案
　①食べたら必ず歯みがきをする　②間食の仕方に気をつける　①食べたら必ず歯みがきをする　②間食の仕方に気をつける
　③むし歯の治療を済ませる　④定期健診に行く　③むし歯の治療を済ませる　④定期健診に行く
・歯に関するアンケート調査結果（全校生徒に実施）・歯に関するアンケート調査結果（全校生徒に実施）
・8020（80歳で 20本の自分の歯）達成のために大切な生活・8020（80歳で 20本の自分の歯）達成のために大切な生活
　習慣の提案　習慣の提案

市民の皆さまも「歯と口の健康」について市民の皆さまも「歯と口の健康」について
　　　　　　　　　　　　　　改めて考えてみませんか？改めて考えてみませんか？

◎夏休み・冬休みの歯みがき調査◎夏休み・冬休みの歯みがき調査
◎小学校 5・6年生に向けた歯に関する◎小学校 5・6年生に向けた歯に関する
　動画作成　動画作成
◎健康診断の早期実施と治療の呼びかけ◎健康診断の早期実施と治療の呼びかけ
　→ 担任と部活動顧問から声かけへ　→ 担任と部活動顧問から声かけへ
◎全生徒への歯科面談（養護教諭）◎全生徒への歯科面談（養護教諭）
　→ 一人ひとりへの歯科面談へ　→ 一人ひとりへの歯科面談へ
◎学校保健委員会での協議◎学校保健委員会での協議
　→ 学校歯科医、保護者を含めた協議へ　→ 学校歯科医、保護者を含めた協議へ

【大きな成果】【大きな成果】
３年生のむし歯保有率が２年間で３年生のむし歯保有率が２年間で

　54.8％から 19.6％へ　54.8％から 19.6％へ
　　　　　大幅に減少　　　　　大幅に減少

市政の窓2024.3 月号
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　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、3月 1日（金）から 3月 7日（木）までの７日間、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。

　火災による死者の約７割は住宅火災によるものです。また、その約７割が 65歳以上
の高齢者です。
　「住宅用火災警報器」を設置することで、火災発生時の死亡リスクが大幅に減少します。
大切な御家族の命を守るために住宅用火災警報器を設置しましょう。また、各ご家庭に
おいても、火の元、火の取扱いには十分ご注意ください。
　ご不明な点がございましたら下記の問い合わせ先へご連絡ください。

■問合せ先　西之表消防署予防係　☎ 22‐0119

春の火災予防運動春の火災予防運動

「まさかより　もしものときの　住警器」「まさかより　もしものときの　住警器」
～寝ているときも住警器は見守ってくれます～

～命を守る７つのポイント～～命を守る７つのポイント～住宅火災から命を守りましょう！住宅火災から命を守りましょう！

①逃げ遅れを防ぐために
住宅用火災警報器を設置する

②家具・衣類及びカーテンから
の火災を防ぐために防炎品を使
用する

③火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置する

④お年寄りや体の不自由な人
を守るために，隣近所の協力
体制を作る

対策対策

①寝たばこは絶対やめる！ ②ガスコンロを離れるときには
必ず火を消す！

③ストーブは燃えやすいものか
らはなれた位置で使用する！

習慣習慣

× ×
住警器について
詳しくはこちらから！

「総務省消防庁　住警器　
広報用映像」に繋がります。
ぜひご確認を！

▲左：本編（12 分）
右：ダイジェスト（3分）

市政の窓 2024.3 月号



■問合せ先■問合せ先
　市水道課管理係　☎ 22‐1111内線 287/ ☎ 22‐0271（直通）　市水道課管理係　☎ 22‐1111内線 287/ ☎ 22‐0271（直通）

Ａ

　　給水装置は所有者（使用者）で維持管理をすると聞きましたが、詳しく教えてください。

　　給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置した
給水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。
　公道の地中に埋設してある水道本管は、水道課で管理しています。それ以外は各所有者の財産ですので、
管理も所有者が行います。そのため給水管の漏水や給水管を原因とする不具合の発生は、所有者の責任で
修理等を行うことになります。
　給水装置は、水道水の供給を受ける大切な装置です。水道法により施設基準（違反者には罰則規定があ
ります）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けられるよう給水装置の新設・改良・修繕
は指定給水装置工事業者に依頼してください。※水道課で修理はできませんのでご注意ください。※水道課で修理はできませんのでご注意ください。

Ｑ
水道のココを教えて！

　各ご家庭に設置されている水道メータは、計量法（平成４年 法律第 51号）で有効期限（8年）が定
められています。期限の年に水道課から指定給水装置工事事業者へ委託して、メータ交換作業を実施し
ています。メータ交換にかかる費用の請求はいたしません。ただし、止水栓や給水管の腐食等により交
換ができない場合は、お客様負担で修繕していただいた後、交換作業を実施します。
　ご不明な点は水道課へお問い合わせください。

水道メータ交換について水道メータ交換について

使用者・所有者が変わる

次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。

水道料支払い方法の変更

※ 1…転入・転居等で、届出をせずに水道を使用した場合、お客様に不利な取扱いとなる場合があります。
※ 2…届出がない場合は、水道を使用していなくても基本料金を請求することになります。
※ 3…使用者番号（検針票に記載）をご確認の上、通帳の届け印を持参して下さい。
※水道課で手続きする際は、認め印が必要です。
※電子申請は、インターネットで各種手続きができる仕組みです。
　市ホームページからご確認いただけます。

３日前までに水道課
または電子申請で手続き

新たに水道を使用する
※ 1

水道の使用をやめる

3か月以上
水道を使用しない

※ 2

水道課または
電子申請で手続き

納付書送付、集金に変更
する場合は水道課または
電子申請で手続き

※3

水道の手続きはお済みですか？はお済みですか？

口座振替へ変更する場合
は金融機関窓口で手続き

※2

⑤ 市政の窓2024.3 月号



⑥

◆住民票の異動届（転出届、転入届、転居届等）の手続方法
◎他の市区町村に転出・転入する場合
＜オンラインでの届出（推奨）＞ ＜窓口での届出＞
引越前の
市区町村

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

引越先の
市区町村

◎同一の市区町村内で転居する場合
お住まいの
市区町村

[ 転出前に ]
　マイナポータル等を通じ
　オンラインで転出届を提出する
　（窓口で行う必要がありません）
[ 転入した日から 14日以内に ]
マイナンバーカードを提示の上
転入届を提出する※１

[ 転出前に ]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る※２

[ 転入した日から 14日以内に ]
転出証明書を添えて※３
転入届を提出する

[ 転居した日から 14日以内に ]
窓口で転居届を提出する※１

※１ マイナポータル等を通じて、転入（転居 ) 届
　の提出のために来庁予定の連絡ができます。
※２ マイナンバーカードをお持ちの方は、転出
　証明書の受取りはありません。
※３ マイナンバーカードをお持ちの方は、マイ
　ナンバーカードを提示してください。

■問合せ先　市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 229/233

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、
「正確な住所の届出」が必要です！

○住民票の住所の異動届 ( 転出届・転入届・転居届など ) は、国民健康保険及び国民年金の資格の
　確認や、　選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です ｡
○「マイナンバーカード」には、最新の住所を記載する必要があります。引っ越し先の市区町村に
　マイナンバーカードを持参し、必要な手続きを行ってください。
〇「転出届」はマイナポータルを通じてオンラインで提出できます。

（おもて面）

令和６年
３月１日から

戸籍の証明書の
請求が便利になります

どこでも１

本籍地が遠くにある方
でも、市役所窓口に請
求できます！

まとめて２
ほしい戸籍の本籍地が
全国各地にあっても、
市役所窓口にまとめて
請求できます！

※請求できる方ご本人が、窓口にお越しにな
り、マイナンバーカードや運転免許証等の顔
写真付きの身分証明書を提示して請求する必
要があります（郵送でのお取り扱いはできま
せん）。
  また、一部事項証明書、個人事項証明書、
コンピュータ化されていない戸籍（除籍）な
ど、一部、広域交付の対象とならない証明書
もあります。
　詳しくは、市民生活課窓口までお問い合わせ
ください。

１．マイナポータルで転出・転入の予約をします
２．市民生活課窓口（１階）または学校教育課（４階）で「転学通知書」を受け取ります。
３．「転学通知書」をもって、通学していた学校で「在学証明書」「教科用図書給与証明書」を受け取り
　ます
４．マイナンバーカードを持参し、引越し先の市町村窓口で転入手続を行い、転校手続きはそのあとの
　指示に従います
※詳しくは、教育委員会学校教育課管理係（☎ 22-1111 内線 266）までお問い合わせください

※市外への小・中学校の転校手続きについて（オンラインでの届出の場合）

（正当な理由がなく住民票の異動を提出しない場合、
5万円以下の過料に処されるころがあります）

市政の窓 2024.3 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　　

11
月月
1313
日
（
土
）、
上
西
小
学
校
で

日
（
土
）、
上
西
小
学
校
で

種
子
島
高
校
野
球
部
に
よ
る
テ
ィ
ー

種
子
島
高
校
野
球
部
に
よ
る
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

上
西
小
学
校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生

　

上
西
小
学
校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生

1212
名
が
野
球
部
員
の
指
導
を
受
け
な
が

名
が
野
球
部
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、止
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
つ
「
テ
ィ
ー

ら
、止
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
つ
「
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ

　

児
童
た
ち
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ

レ
ー
を
見
せ
、
野
球
部
員
か
ら
も
歓
声

レ
ー
を
見
せ
、
野
球
部
員
か
ら
も
歓
声

や
拍
手
が
送
ら
れ
る
場
面
が
多
く
あ
り

や
拍
手
が
送
ら
れ
る
場
面
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

野
球
部
主
将
の
中
村
空
斗
さ
ん
は

　

野
球
部
主
将
の
中
村
空
斗
さ
ん
は

「
み
ん
な
が
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
く
れ

「
み
ん
な
が
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
く
れ

て
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
良
さ
や
、

て
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
良
さ
や
、

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
教
室
で
は
、
大
リ
ー
グ
・

　

ま
た
、
こ
の
教
室
で
は
、
大
リ
ー
グ
・

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
全
国

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
全
国

の
小
学
校
に
贈
っ
た
グ
ラ
ブ
も
使
用
さ

の
小
学
校
に
贈
っ
た
グ
ラ
ブ
も
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

種
子
島
高
校
野
球
部

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
（
上
西
小
）

４
年
ぶ
り
！

滋
賀
県
長
浜
市
と
の
交
流
（
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

２
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
滋
賀
県
長
浜

　

２
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
滋
賀
県
長
浜

市
に
お
い
て
４
年
ぶ
り
に
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交

市
に
お
い
て
４
年
ぶ
り
に
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
両
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

こ
の
交
流
は
、
両
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
が
お
互
い
の
家
で
３
泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス

員
が
お
互
い
の
家
で
３
泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
交
流
す
る
事
業
で
、
友
好

テ
イ
を
し
な
が
ら
交
流
す
る
事
業
で
、
友
好

都
市
盟
約
を
交
わ
し
た
翌
年
の
昭
和

都
市
盟
約
を
交
わ
し
た
翌
年
の
昭
和6363

年年

か
ら
続
い
て
お
り
、
今
回
は
本
市
の
団
員
が

か
ら
続
い
て
お
り
、
今
回
は
本
市
の
団
員
が

長
浜
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

長
浜
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
対
面
式
で
は
、
初
対
面
と
い
う
こ

　

初
日
の
対
面
式
で
は
、
初
対
面
と
い
う
こ

と
も
あ
り
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
２
日

と
も
あ
り
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
２
日

目
に
は
打
ち
解
け
、
雪
遊
び
や
木
工
体
験
な

目
に
は
打
ち
解
け
、
雪
遊
び
や
木
工
体
験
な

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
３
日
目
は
、
黒

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
３
日
目
は
、
黒

壁
ガ
ラ
ス
工
芸
を
体
験
し
、
午
後
か
ら
は
そ

壁
ガ
ラ
ス
工
芸
を
体
験
し
、
午
後
か
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
受
入
れ
家
庭
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま

れ
ぞ
れ
受
入
れ
家
庭
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

最
終
日
の
お
別
れ
会
で
は
互
い
に
別
れ
を

　

最
終
日
の
お
別
れ
会
で
は
互
い
に
別
れ
を

惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
３
泊
４
日
の
短
い
期

惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
３
泊
４
日
の
短
い
期

間
で
し
た
が
、
団
員
間
で
厚
い
友
情
が
芽
生

間
で
し
た
が
、
団
員
間
で
厚
い
友
情
が
芽
生

え
て
い
ま
し
た
。

え
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
か
ら
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ

　

参
加
し
た
団
員
か
ら
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。
ま
だ
帰
り
た
く
な
い
」「
友
達
が
た
く
さ

た
。
ま
だ
帰
り
た
く
な
い
」「
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
て
良
か
っ
た
。
次
に
会
う
８
月
が
待

ん
で
き
て
良
か
っ
た
。
次
に
会
う
８
月
が
待

ち
遠
し
い
」
な
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と

ち
遠
し
い
」
な
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
令
和
６
年
８
月
上
旬
に
本
市
で

　

次
回
は
、
令
和
６
年
８
月
上
旬
に
本
市
で

少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲対面式　受入家庭と一緒に▲対面式　受入家庭と一緒に▲雪遊び時の集合写真▲雪遊び時の集合写真

⑦ 市政の窓2024.3 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑧

　

11
月
４
日
（
木
）、
本
市
国
上
出
身

月
４
日
（
木
）、
本
市
国
上
出
身

の
吉
田
郁
代
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
が
、

の
吉
田
郁
代
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
が
、

絵
本
「
ぼ
く
は
マ
マ
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
を

絵
本
「
ぼ
く
は
マ
マ
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
を

出
版
し
、
市
内
小
学
校
と
市
立
図
書
館

出
版
し
、
市
内
小
学
校
と
市
立
図
書
館

に
合
わ
せ
て

に
合
わ
せ
て
1515
冊
寄
贈
し
ま
し
た
。
抗

冊
寄
贈
し
ま
し
た
。
抗

が
ん
剤
治
療
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
治
療

が
ん
剤
治
療
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
治
療

を
受
け
て
い
る
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
を

を
受
け
て
い
る
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
を

題
材
に
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
お

題
材
に
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
お

母
さ
ん
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を

母
さ
ん
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
た
作
品
で
す
。

込
め
た
作
品
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
看
護
師
と
し
て

　

吉
田
さ
ん
は
、
看
護
師
と
し
て
長長
年年

務
め
、
多
く
の
乳
が
ん
患
者
と
の
出
会

務
め
、
多
く
の
乳
が
ん
患
者
と
の
出
会

い
を
も
と
に
、
絵
本
を
作
成
し
、
前
作

い
を
も
と
に
、
絵
本
を
作
成
し
、
前
作

の
絵
本
「
マ
マ
の
ウ
イ
ン
ク
」
も
同
様

の
絵
本
「
マ
マ
の
ウ
イ
ン
ク
」
も
同
様

に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

吉
田
郁
代
さ
ん
絵
本
を
寄
贈

　

1212
月月
2222
日
（
金
）、
西
之
表
市
老
人

日
（
金
）、
西
之
表
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
友
愛
活
動
の
一

ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
友
愛
活
動
の
一

環
と
し
て
、
各
地
区
の
女
性
部
員
が
丹

環
と
し
て
、
各
地
区
の
女
性
部
員
が
丹

精
込
め
て
作
成
し
た
雑
巾
を
、
西
之
表

精
込
め
て
作
成
し
た
雑
巾
を
、
西
之
表

市
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど

市
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど
1717
か
所
に
配

か
所
に
配

布
し
ま
し
た
。

布
し
ま
し
た
。

　

受
け
取
ら
れ
た
施
設
の
方
々
か
ら

　

受
け
取
ら
れ
た
施
設
の
方
々
か
ら

は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。
施
設
の
清

は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。
施
設
の
清

掃
な
ど
で
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

掃
な
ど
で
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま

き
ま
す
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

雑
巾
を
配
布

※
作
者
名
は
、「
な
が
た
い
く
よ
」
さ
ん
と
し

て
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

11
月月
2020
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
市
内

日
（
土
）、
市
民
会
館
で
市
内

の
児
童
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

の
児
童
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川
島

　

東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川
島

隆
太
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
子
育
て
に

隆
太
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
子
育
て
に

お
け
る
ス
マ
ホ
と
生
活
習
慣
」
を
演
題

お
け
る
ス
マ
ホ
と
生
活
習
慣
」
を
演
題

と
し
た
講
演
会
に
、
約
１
５
０
名
の
保

と
し
た
講
演
会
に
、
約
１
５
０
名
の
保

護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

脳
科
学
分
野
の
観
点
か
ら
み
る
ス

　

脳
科
学
分
野
の
観
点
か
ら
み
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
長
時
間
の
使
用
の

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
長
時
間
の
使
用
の

課
題
や
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
専
門
的

課
題
や
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
専
門
的

な
内
容
に
、
保
護
者
は
大
き
く
頷
く
な

な
内
容
に
、
保
護
者
は
大
き
く
頷
く
な

ど
、
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ど
、
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
講
演
会
（
保
護
者
向
け
）

　

元
西
之
表
市
収
入
役
の
清
水
末
則
さ

　

元
西
之
表
市
収
入
役
の
清
水
末
則
さ

ん
が
令
和
５
年
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光

ん
が
令
和
５
年
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光

章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
昭
和

　

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
3333
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

平
成
６
年

平
成
６
年
1111
月
ま
で
市
職
員
を
務
め
た

月
ま
で
市
職
員
を
務
め
た

の
ち
、
平
成

の
ち
、
平
成
1010
年年
1010
月
か
ら
平
成

月
か
ら
平
成
1717
年年

３
月
ま
で
西
之
表
市
収
入
役
を
務
め
、

３
月
ま
で
西
之
表
市
収
入
役
を
務
め
、

市
の
三
役
と
し
て
、
広
く
地
方
自
治
の

市
の
三
役
と
し
て
、
広
く
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
受
け
「
長
い
期
間
行
政
に
携

　

受
章
を
受
け
「
長
い
期
間
行
政
に
携

わ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
支
え

わ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
。
多
く
の
方
に

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
。
多
く
の
方
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

元
西
之
表
市
収
入
役
清
水
末
則
氏
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光
章
」
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２２
月月
２２
日
（
金
）、
市
民
会
館
で
市

日
（
金
）、
市
民
会
館
で
市

内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た

内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
薬
学
部
の
池
谷
裕
二
教
授

　

東
京
大
学
薬
学
部
の
池
谷
裕
二
教
授

を
講
師
に
招
き
、「
脳
か
ら
み
た
学
び
」

を
講
師
に
招
き
、「
脳
か
ら
み
た
学
び
」

を
演
題
と
し
て
、
最
新
の
教
育
心
理
学

を
演
題
と
し
て
、
最
新
の
教
育
心
理
学

と
脳
科
学
の
観
点
か
ら
み
た
効
率
的
な

と
脳
科
学
の
観
点
か
ら
み
た
効
率
的
な

学
習
方
法
や
、
睡
眠
と
学
習
の
関
係
性

学
習
方
法
や
、
睡
眠
と
学
習
の
関
係
性

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
を
代
表
し
て
後
藤
廉

　

最
後
に
、
児
童
を
代
表
し
て
後
藤
廉

人
さ
ん
（
榕
城
小
６
年
）
が
「
と
て
も

人
さ
ん
（
榕
城
小
６
年
）
が
「
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

勉
強
に
な
っ
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
学
校
や
家
庭
で
の
学
習
に
活
か

こ
と
を
学
校
や
家
庭
で
の
学
習
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

を
述
べ
ま
し
た
。

教
育
講
演
会
（
小
学
生
向
け
）

　　

２
月
２
日
（
金
）、種
子
島
中
学
校
で
、

様
々
な
職
業
分
野
（
幼
稚
園
教
諭
、
運

輸
業
、
茶
業
、
作
業
療
法
士
、
看
護
士
、

農
業
、
建
設
業
）
か
ら
、
８
人
の
講
師

を
招
い
て
、
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し

た
職
業
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
を
聞
い
た
生
徒
は
「
様
々
な
職

業
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
将
来
の

職
業
選
択
の
参
考
と
な
っ
た
」「
仕
事

中
に
気
が
け
て
い
る
や
、
資
格
や
そ
の

取
得
方
法
な
ど
を
聞
け
て
、
夢
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

職
業
講
話
（
種
子
島
中
）

農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

（
種
子
島
高
校
）

　　

２２
月月
８８
日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

令
和
５
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会
が

令
和
５
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
６
名
で
、
農
業
大
学

　

今
年
の
対
象
者
は
６
名
で
、
農
業
大
学

校
へ
の
進
学
、
島
内
や
島
外
の
農
業
関
連

校
へ
の
進
学
、
島
内
や
島
外
の
農
業
関
連

の
企
業
や
牧
場
等
へ
就
職
し
、
農
業
に
携

の
企
業
や
牧
場
等
へ
就
職
し
、
農
業
に
携

わ
り
ま
す
。

わ
り
ま
す
。

　

生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
の
こ
と
ば

　

生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
の
こ
と
ば

を
述
べ
「
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
将
来

を
述
べ
「
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
将
来

は
地
元
で
あ
る
種
子
島
の
農
業
振
興
に
貢

は
地
元
で
あ
る
種
子
島
の
農
業
振
興
に
貢

献
し
た
い
」「
地
元
や
家
族
の
支
え
と
な

献
し
た
い
」「
地
元
や
家
族
の
支
え
と
な

れ
る
よ
う
に
成
長
し
た
い
」
と
話
し
ま

れ
る
よ
う
に
成
長
し
た
い
」
と
話
し
ま

しし
た
。
た
。

▲前列左から：森園翔太さん、平野隆一さん、
田上那さん、杉麗也さん、椎田来夢さん、海野葵さん　　

２２
月月
1212
日
（
月
）、
市
街
地
で
特
定
非

日
（
月
）、
市
街
地
で
特
定
非

営
利
活
動
法
人
種
子
島
・
島

営
利
活
動
法
人
種
子
島
・
島
n
e
c
o

n
e
c
o

会
主
催
に
よ
る
、
ス
ポ

会
主
催
に
よ
る
、
ス
ポ
G
O
M
I

G
O
M
I
大
会
大
会

㏌ ㏌ 
西
之
表
市
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０

西
之
表
市
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０

名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ

　

ス
ポ
G
O
M
I

G
O
M
I
と
は
、
予
め
定
め
ら

と
は
、
予
め
定
め
ら

れ
た
エ
リ
ア
で
制
限
時
間
内
に
チ
ー
ム

れ
た
エ
リ
ア
で
制
限
時
間
内
に
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
ゴ
ミ
を
拾
い
、
ゴ
ミ
の
量
と
質

ワ
ー
ク
で
ゴ
ミ
を
拾
い
、
ゴ
ミ
の
量
と
質

で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
合
う
、
大
人
も
子
ど

で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
合
う
、
大
人
も
子
ど

も
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

も
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

参
加
し
た
石
田
康
将
さ
ん
（
上
西
小
６

　

参
加
し
た
石
田
康
将
さ
ん
（
上
西
小
６

年
）
は
「
街
が
綺
麗
に
な
っ
て
気
持
ち

年
）
は
「
街
が
綺
麗
に
な
っ
て
気
持
ち

よ
く
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
あ
っ
て

よ
く
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
も
っ
と
綺
麗
な
街

び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
も
っ
と
綺
麗
な
街

に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ス
ポ
G
O
M
I
大
会
㏌ 
西
之
表
市
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お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

■問合せ先　熊毛支庁総務企画課　☎ 22‐0001

熊毛地域企業・しごと紹介パンフレット『島で働くあなたの一歩』
　鹿児島県熊毛支庁では、熊毛地域の中高生や島内出身の学生、社会人、また、Ｉターンを検討中の方な
どに対し、熊毛地域の企業や熊毛地域で働くことについて理解を深めてもらうため、熊毛地域企業・しご
と紹介パンフレット『島で働くあなたの一歩（種子島／屋久島）』を作成しました。
　このパンフレットでは、熊毛地域で働く “人” に焦点を当て、様々な業種で働く総勢 20名を超える方々
にインタビューを行い、島で働くことを選んだ理由や島で働くことの魅力などについてそれぞれ語ってい
ただきました。
　熊毛地域へのＵ・Ｉターンをお考えの方にとってはもちろん、現在、就職で迷っている方、今の働き方
やライフスタイルを見直したいと考えている方などにとっても、今後の仕事や働き方、ライフスタイルを
選択する上でのヒントや気づきを得られるものとなっています。
　ぜひ一度ご覧いただくとともに、島外にお住まいのご家族やご友人の方にも周知をお願いします。

▲県ホームページ
からご覧ください

▲パンフレット表紙

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

不妊治療受診のための交通費・宿泊費の助成制度
　保険適用による生殖補助医療（体外受精・顕微授精）受診のための交通費・宿泊費の一部を助成します。
【対象者】西之表市に住所を有する夫婦　※夫婦で住所が異なる場合は妻の住所が西之表市にある夫婦
【助成内容】生殖補助医療受診のために要した交通費と宿泊費の合計金額の 3分の 2を支給
※ただし、1回の治療につき交通費は往復 9回分、宿泊費は 1泊 5,000 円を上限とし、15 泊分までが助
成の対象
　詳しくは保健センターすこやかまでお問い合わせください。

■問合せ先　社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会　☎ 099-258-7888
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 080-2702-3980（担当：平峯）

福祉・介護の就職出張巡回相談について
　社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会では、福祉・介護への就職に関する出張巡回相談を以下の日程で
実施します。福祉・介護の仕事に興味・関心のある方、各種資格習得方法を知りたい方など、ぜひお問い
合わせください。未経験の方も大歓迎です。
【相談日】3月 7日（木）
【受付時間】9時～ 15時
【場所】ハローワーク熊毛
【その他】個別面談方式で実施、予約制
※ご希望の方は、ハローワーク熊毛受付へお申し出ください。
※雇用保険受給中の方は、この巡回相談により 1回の求職実績となります。

市政の窓 2024.3 月号
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【勤務内容】教育相談体制を整備するため、学校を
訪問し、いじめや不登校等課題を抱える児童生徒
及びその保護者、教職員等に対する支援
【募集人員】１名
【勤務校】市内小・中学校
【期間】令和６年４月１日（月）から令和７年３月
31日（月）まで
【勤務日】学校の授業がある日のうち、週２日程度
【勤務時間】１日４時間程度（年間 304時間程度）
【報酬】時給 2000 円（交通費は市の規定に基づ
き別途支給）
【応募資格】次のいずれかに該当する者
◎社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有す
る者
◎スクールソーシャルワーカーの経験を有する者
◎その他、教育や福祉の分野において活動実績を
有する者
【応募方法】自筆の履歴書（市販の用紙で可、写真
添付）
【応募期間】２月 27日（火）～３月 12日（火）
【選考方法】書類選考及び面接（詳細日時は別途連絡）

令和６年度スクールソーシャルワーカー募集

【勤務内容】特別な支援が必要な児童生徒への支援
や介助等
【募集人員】４名
【勤務校】市内小・中学校
【期間】令和６年４月１日（月）から令和７年３月
31日（月）まで
【勤務日】学校の授業がある日（原則土曜日を除く）
の内 180日以内
【勤務時間】８時 30分～ 16 時 00 分までの間の
５時間 30分（45分休憩）
※休日は、原則土日・祝日、学校の長期休業期間。
【給料】時給 996 円～ 1023 円（社会保険・雇用
保険加入対象外）
【選考方法】書類選考及び面接
※面接は３月 18 日（月）～ 22 日（金）に実施
予定
【受付期間等】２月 27日（火）～３月 12日（火）
※当日消印有効ではありません。
　会計年度任用職員採用申請書（学校教育課備付
または市ホームページからダウンロード可）に必
要事項を記入のうえ、提出してください。

令和６年度会計年度任用職員（特別支援教
育支援員）募集

■申込・問合わせ先　市教育委員会学校教育課管理係　☎ 22‐1111内線 266

【勤務内容】
● 実技の指導
● 安全・傷害予防の知識・技能取得に関する指導
● 事故が発生した場合の現場対応
● 用具・施設の点検・管理
　また、校長の依頼により、次の業務を行う場合
もあります。
● 生徒の保護者との連携・調整
● 事務（会計含む）
● 指導計画の作成
● 学校外での試合、発表会等の活動時の引率
● 生徒指導対応
【応募資格】
　指導するスポーツ等に係る専門的な知識、技能
を有し、学校教育に関する十分な理解がある方
【募集人員】約 11名（次の部活動の中から希望す
る部活動へ配置）

　サッカー部、卓球部、弓道部、陸上競技部、バ
スケットボール部、バドミントン部、テニス部、
バレーボール部、剣道部、柔道部、野球部
【勤務校】種子島中学校
【任用期間】4月１日（月）から令和 7年３月 31
日（月）まで
【勤務日数・時間】
　週 5日（平日 4日、休日１日）
　週 5～ 11時間程度
【報酬】時給 1200円（交通費：市規定により支給）
【保険】労働者災害補償保険法適用
【応募方法】
　西之表市立中学校部活動指導員履歴書（市ホー
ムページ掲載または学校教育課窓口にて配布）
【募集期限】3月 15日（金）必着
【選考方法】書類選考及び面談
【面談予定日】3月18日（月）または3月19日（火）

■申込・問合わせ先　市教育委員会学校教育課指導係　☎ 22‐1111内線 255

令和６年度会計年度任用職員（部活動支援員）募集

市政の窓2024.3 月号



西之表市国保西之表市国保
令和５年度特定健診受診率速報値（R6.1 月末時点）令和５年度特定健診受診率速報値（R6.1 月末時点）

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111内線 308

特定健診情報特定健診情報 特定健診に関する情報をお知らせします特定健診に関する情報をお知らせします

令和 5年度受診者の

が健診を受ける理由として90％以上
「自身の健康のため」「家族のため」
を挙げています。

自分はもちろん、家族のために年１回の
健診を毎年受診される方も増えています。

年１回の健診をきっかけに自分や家族の
健康を考えてみませんか？

※令和６年度の対象者には５月上旬に受診券を送付します。
　ぜひ、受診をお願いします。

40.6%

　市では、有能な人材を育成することを目的とし
て、「向学心に燃え、能力が充分であるにもかか
わらず、経済的理由で修学困難である方」に対し
て奨学金を貸与しています。
　学生の方の修学を支援するため、次の内容で奨
学生を募集します。
【応募の資格】
　高等学校以上の学校に在学し、保護者が本市に
在住している方
【貸与金額】
①高等学校に在学で自宅通学の方
　　　　　　　　　　　月額 1万 2,000 円以内
②高等学校または高等専門学校に在学で自宅通学
以外の方（ただし、予備校的な専門学校は対象外）
　　　　　　　　　　　月額 2万 5,000 円以内
③大学（短期大学を含む）または専門学校に在学
している方　　　　　　月額 4万円以内
※貸与は学校を卒業するまでの正規の修業期間です。
【提出書類】
①奨学資金貸与申請書（教育委員会総務課備付）
②奨学生推薦調書（前年度在学校で作成）
③所得課税証明（世帯全員分）
④在学証明書または入学証明書（今年度在学校で
作成）
【募集期間】４月１日（月）～４月 19日（金）
　8時 30分～ 17時 15分（土日、祝日を除く）

【選考の方法】
　書類審査のうえ、市奨学生選考委員会で審査
し、教育委員会で決定します。
【奨学金交付】
　誓約書提出後、６月上旬に本人口座へ振込
【返還の期限】
　貸与期間終了の翌月から起算し、10年以内
【返還の猶予】
　疾病その他の理由により返還が困難になった
ときは、願い出により返還の猶予ができます。
　また、市奨学生であった方が最終学校を卒業
後、返還期間内に本市に住民登録し、引き続き
市内に居住し、かつ、本市で就業しているときは、
その期間、願い出により返還を猶予することが
できます。この場合の返還期間は、従来の返還
期間 10年以内に、猶予された期間を合算した期
間とします。
【返還の免除】
　市奨学生であった方が最終学校を卒業後、返
還期間内に本市に住民登録し、引き続き５年間
市内に居住し、かつ、本市で就業していたときは、
願い出により奨学資金の全部または一部の返還
を免除することができます。（ただし、返還につ
いて滞納のある方、市税等の滞納のある方、ま
たは公務員として採用された 方は対
象外）

令和 6 年度 西之表市奨学生募集

■応募・問合せ先　市教育委員会総務課庶務係　☎ 22‐1111内線 252
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市
長
独
言
№ 83
…
「
相
撲
道
」
を
突
き
進
む

　

大
相
撲
初
場
所
で
新
入
幕
の
島
津
海
は
９
勝
６
敗
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
東
京
・

両
国
の
国
技
館
で
２
月
に
開
か
れ
た
祝
賀
会
に
郷
土
後
援
会
な
ど
全
国
か
ら
約
３
０
０
人

が
集
い
、
祝
福
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
火
縄
銃
兵
衛
と
安
納
芋
の
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
化
粧
ま
わ
し
４
点
が
飾
ら
れ
、

元
大
関
・
若
嶋
津
夫
妻
も
出
席
し
ま
し
た
。
放
駒
親
方
（
元
関
脇
・
玉
乃
島
）
ほ
か
同
部

屋
の
力
士
ら
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
祝
宴
で
は
、
羽
織
袴
姿
で
挨
拶
し
た
島
津
海
は
「
中
学
３

年
生
の
時
に
初
め
て
観
戦
し
た
九
州
場
所
で
幕
内
の
力
士
の
土
俵
入
り
と
強
さ
に
あ
こ
が

れ
て
」
相
撲
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
と
振
り
返
り
、「
お
陰
様
で
目
標
で
あ
っ
た
幕
内
に
昇

進
し
、
今
場
所
勝
ち
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、

力
強
く
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
春
の
初
土
俵
か
ら
12
年
、

３
１
１
勝
２
４
３
敗
34
休
（
71
場
所
）。「
途
中
、
ケ

ガ
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
本
当
に
あ
き
ら
め
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、ケ
ガ
が
多
か
っ

た
分
、
時
間
が
か
か
っ
た
分
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
今
場

所
も
土
俵
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
、
苦

難
の
続
い
た
道
の
り
に
ふ
れ
る
と
、
会
場
の
友
人
、

親
類
ほ
か
の
フ
ァ
ン
た
ち
も
目
頭
を
熱
く
し
て
い
ま

し
た
。

　

２
２
（
令
和
４
）
年
春
の
十
両
昇
進
後
は
91
勝
83
敗
６
休
（
休
場
は
コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触
）。

「
番
付
は
ま
だ
上
が
あ
り
ま
す
。
一
枚
で
も
上
に
番
付
を
上
げ
る
よ
う
、
そ
し
て
先
代
か
ら

頂
い
た
『
島
津
』
の
名
前
を
も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
す
る
た
め
に
、
自
分
の
信
じ
る
『
相

撲
道
』
を
突
き
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
笑
顔
も
交
え
て
決
意
を
表
明
し
、
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

27
歳
、１
７
５
㌢
、１
６
２
㌔
。
双
差
し
を
狙
い
、前
へ
前
へ
と
突
き
進
む
「
真
っ
向
勝
負
」

が
持
ち
味
で
す
。
さ
ら
な
る
躍
進
へ
地
元
応
援
を
図
ろ
う
と
、
今
年
は
種
子
島
に
放
駒
部

屋
の
合
宿
を
誘
致
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ち
び
っ
子
力
士
た
ち
と
の
相
撲
教
室
な

ど
も
実
現
さ
せ
、
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

謝辞を述べる島津海＝東京・両国の国技館

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
豚バラ肉…80g
大根…160g
里芋…200g
ごぼう…1/2 本
人参…80g
こんにゃく…1/2 枚
厚揚げ…1/2 枚

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① 豚肉はひと口大に切る。
② 全ての材料を 1㎝角に切る。生姜はすりおろし、葉ねぎは小口切りにする。全ての材料を 1㎝角に切る。生姜はすりおろし、葉ねぎは小口切りにする。
③ さつま芋は茹でてつぶし、芋でんぷんと混ぜてひと口大の団子にする。茹でて浮いてきたらざるに取る。
④ 鍋にサラダ油（分量外）を入れて豚肉を炒める。
⑤ 水を加えて切った材料を煮えにくいものから順に入れて煮る。
⑥ 野菜に火が通ったら味噌とみりんで調味し、③の団子を加え、仕上げに生姜と葉ねぎを加える。
※具だくさん、汁少なめの減塩豚汁です。
※ 2月 25日「すこやかフェスタ」で食生活改善推進活動として、来場者に振る舞われました。

玉ねぎ…1/2 個
生姜…少々
葉ねぎ…少々
さつま芋…160g
芋でんぷん…50g
水…3カップ
麦みそ…40g
本みりん…小さじ 1

「芋団子入り豚汁」「芋団子入り豚汁」
第202 弾第 202 弾

⑬ 市政の窓2024.3 月号



■問合せ先　　市役所地域支援課　　☎ 22‐1111内線 214・215

◆「あい活にしのおもて市」７組マッチング成立！ 
　独身男女を対象とした出会いイベント「あい活にしのおもて市」が、２月４日（日）に開催されました。
男性 10名、女性 10名が参加し、価値観を共有するワークショップや、昼食、魚さばきなどを通して交
流を深め、合計７組のマッチングが成立しました。
　また、本イベントに合わせて講師の本山貴美子氏（福岡ウエディング協議会）による「自分ブランディ
ングセミナー」を独身男性を対象に開催しました。「婚活に活かす第一印象アップ＆結婚観・コミュニケー
ション術」をテーマにした本セミナーを受講した参加者は「婚活に向けて、大変参考になった」「自分磨
きを頑張ります」と話しました。

◆空き家をDIY しませんか？

　西之表市にある空き家を借りて、自分で
リフォームしたい方はいませんか？
　登録していただき、空き家の所有者さま
とのマッチングさせていただきます。まず
はご登録を！

▲集落支援員

▲空き家DIY
登録フォーム

◆集落支援員と地域おこし協力隊が活動しています
　各校区の校区公民館や区長事務所を拠点に「集落支援員」
が高齢者支援や子どもの見守り、校区運営のサポートなど
を中心に活動しています。
　「地域おこし協力隊」は 3名でそれぞれ「移住定住担当」
「ふるさと納税推進担当」「持続可能な地域づくり担当」と
して活動しています。
　集落支援員と地域おこし協力隊が協力して空き家調査を
実施したり、イベントを開催したり、活動内容をミーティ
ングで共有しています。
　これからも地域のために活動を続けていきます。

◆空き家を探しています
　集落支援員や地域おこし協力隊を中心
に「空き家対策プロジェクト」を立ち上
げ、地域のみなさまと協力しながら、空
き家再生・活用に向けて活動しています。
　このプロジェクトは安全・衛生の確保
や人材・住宅確保、地域の存続を目的に
発足し、現在、榕城校区以外の空き家調
査が完了したところです。
　空き家調査から交渉を実施し、空き家
活用を考えています。
　活用できそうな空き家がありました
ら、地域支援課またはお近くの集落支援
員にご連絡ください。

▲地域おこし協力隊

プロジェクトのフロー
　空き家対策プロジェクトとして、地域おこし協力隊や集落支援員と
地域支援課職員が中心となり、地域の方々とともに進めていく必要が
ある。

空き家調査

１

　空き家の状態や所
有者の特定を行い、
空き家を把握する。
　空き家情報を校区
や集落と共有し、次
につながる空き家を
発掘する。

所有者交渉

２

　空き家の所有者の
ニーズを把握する。
　また、所有者に対
して適切な提案を
し、活用につながる
交渉を行う。

空き家活用

３

　所有者のニーズに
沿った活用を実施す
る。
　活用することで
「空き家」から再生
させる。

◆空き家をDIY しませんか？

　西之表市にある空き家を借りて、自分で
リフォームしたい方はいませんか？
　登録していただき、空き家の所有者さま
とのマッチングさせていただきます。まず
はご登録を！ ▲空き家DIY

登録フォ ム登録フォーム
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№ 253

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

１
月
28
日
（
日
）、市
民
会
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ニ
ャ

ン
ち
ゅ
う
の
宇
宙
に
夢
チ
ュ
ー
！
」
公
開
収
録
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ャ
ン
ち
ゅ
う
、
マ
イ
ラ
、
タ
ラ
ス
ズ
、
コ
ネ
ル
、

ダ
ン
ス
☆
マ
ン
、
ベ
ラ
ボ
ラ
、
え
ー
ぞ
う
と
い
っ

し
ょ
に
宇
宙
の
魅
力
に
迫
り
な
が
ら
、
歌
や
ダ
ン

ス
も
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に
。

　

ま
た
、
シ
ョ
ー
の
中
で
重
要
な
役
割
を
持
つ
ね

ん
ど
作
品
を
、
観
覧
者
全
員
で
作
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
親
子
い
っ
し
ょ
に
ね
ん
ど
細
工
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い

つ
も
テ
レ
ビ
で
見
て
い

る
ニ
ャ
ン
ち
ゅ
う
た
ち

と
触
れ
合
う
と
い
う
夢

の
よ
う
な
体
験
に
、
終

始
満
面
の
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

鉄
砲
伝
来
４
８
０
周
年
記
念

　
　
「
ニ
ャ
ン
ち
ゅ
う
の
宇
宙
に
夢
チ
ュ
ー
！
」

※
こ
の
収
録
の
様
子
の
一
部
は
、
３
月
７
日

（
木
）
の
午
後
４
時
10
分
〜
午
後
４
時
35
分
に

Ｅ
テ
レ
の
「
ニ
ャ
ン
ち
ゅ
う
！
宇
宙
！
放
送

チ
ュ
ー
！
」
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
４
年
に
92
歳
で
亡
く
な
っ
た
下
野
敏
見
氏
（
鹿
児
島
市
）
は
日
本
を
代
表

す
る
民
俗
学
者
で
す
。
ご
遺
族
か
ら
西
之
表
市
に
資
料
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、

鉄
砲
館
へ
約
１
０
０
０
箱
分
の
資
料
搬
入
が
、
昨
年
11
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

下
野
氏
は
、
知
覧
町
（
現
：
南
九
州
市
）
の
出
身
。
25
歳
の
時
、
中
種
子
高
校
の

教
師
と
し
て
種
子
島
に
赴
任
。
28
歳
で
中
種
子
町
の
方
と
結
婚
。
30
歳
の
時
、
た
ま

た
ま
見
た
郷
土
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
、
メ
モ
を
取
っ
た
こ
と
が
本
格
的
に

民
俗
調
査
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
中
種
子
高
校
に
地
歴
部

を
作
り
、
生
徒
と
共
に
調
査
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と
、
そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
実
を
結

び
ま
す
。
33
歳
の
時
、「
種
子
島
民
俗
」
と
「
種
子
島
漁
業
習
俗
」
２
冊
の
調
査
報
告

書
が
高
く
評
価
さ
れ
、
第
１
回
柳
田
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。（
柳
田
賞
：
民
俗
学
者

柳
田
国
男
の
亡
く
な
っ
た
年
に
創
設
さ
れ
た
民
俗
学
の
権
威
あ
る
賞
）

　

種
子
島
高
校
に
転
任
し
、
39
歳
ま
で
種
子
島
で
過
ご
し
た
後
、
い
く
つ
か
の
高
校

教
師
と
鹿
児
島
大
学
な
ど
の
教
授
を
歴
任
。
そ
の
間
も
、
全
国
各
地
は
勿
論
、
海
外

ま
で
足
を
運
ん
で
調
査
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
俗
学
で
は
調
査
対
象
を
絞
り
、
専
門
的
に
深
掘

り
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
下
野
氏
は
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、調
査
対
象
を
絞
ら
ず
、

幅
広
い
調
査
を
展
開
し
ま
し
た
。そ
の
根
本
に
は「
種

子
島
と
比
較
し
て
、他
の
地
域
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
基
本
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
。
下
野
氏
の
一
番

好
き
な
分
野
は
『
種
子
島
』
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

調
査
資
料
（
調
査
ノ
ー
ト
・
写
真
・
書
籍
な
ど
）
は
、

適
切
な
保
存
管
理
を
行
い
、
内
容
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
今
後
も
機
会
を
見
て
写
真
展
や
資
料
展
な
ど
の

企
画
展
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

文
責
：
文
化
財
係
長　

鮫
島　

斉
）

ご自宅での資料説明の様子（令和元年）
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知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

「ねんきんネット」によるご自身の年金記録等を確認してみませんか？

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

初
め
て
の
賃
貸
住
宅　

初
め
て
の
賃
貸
住
宅　

〜
新
生
活
を
迎
え
る
方
へ
〜

〜
新
生
活
を
迎
え
る
方
へ
〜

《
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

◆
契
約
の
際
、
貸
主
側
か
ら
渡
さ
れ
る
書
類
の
内
容(

特
に
、
禁
止
事
項
、
修

繕
に
関
す
る
事
項
、
退
去
す
る
際
の
費
用
負
担
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
特
約

が
な
い
か)

を
必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
居
前
に
で
き
る
限

り
貸
主
側
と
一
緒
に
賃
貸
住
宅
の
現
状
を
確
認
し
、
入
居
前
か
ら
あ
る
傷
や
汚

れ
等
を
写
真
や
メ
モ
で
記
録
に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
退
去
す
る
時
に
は
精
算
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
で
き
な
い
原
状
回
復
費

用
な
ど
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
国
土
交
通
省
が
取
り
ま
と
め
た
「
原
状
回
復

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

再
改
訂
版)

」
を
参
考
に
、
貸
主
側
に

説
明
を
求
め
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
居
時
と

同
様
に
、
そ
の
際
に
確
認
し
た
傷
や
汚
れ
等
を
写
真
や
メ
モ
で
記
録
を
残
し
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
入
居
前
と
退
去
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
た
傷
・
汚
れ
等
を
記
録
と
し
て

残
す
こ
と
で
、
入
居
前
か
ら
あ
っ
た
傷
・
汚
れ
等
な
の
か
、
入
居
期
間
中
に
自

分
が
付
け
て
し
ま
っ
た
傷
・
汚
れ
等
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ご自宅のパソコンやスマートフォンで、24時間いつでも最新の年金記録を確認できます。
また、国民年金保険料を納付していない期間や厚生年金保険の標準報酬月額の大幅な変更が
あるなど、特にご確認いただきたい年金記録がある月は、アイコンなどで分かりやすく表示
しています。

《
事
例
》

　

２
年
間
居
住
し
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
後
、
貸
主
か
ら
、
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
な
ど
計
17
万
円
も
の
原
状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

　

敷
金
礼
金
不
要
、
家
賃
約
12
万
円
の
物

件
で
、
契
約
書
に
は
原
状
回
復
に
関
す
る

特
約
も
な
か
っ
た
。
普
通
に
掃
除
も
し
て

い
た
し
、
た
ば
こ
は
吸
っ
て
お
ら
ず
、
ペ
ッ

ト
も
飼
っ
て
い
な
い
の
で
納
得
で
き
な
い
。

【イラスト】黒崎 玄

《確認可能な年金記録》
・公的年金制度（国民年金、厚生年金保険、船員保険）の加入履歴の確認の一覧
・各月の公的年金制度（国民年金、厚生年金保険、船員保険）の加入状況
・各月の国民年金保険料と国民年金付加保険料の納付状況
・各月の厚生年金保険または船員保険の標準報酬月額と標準賞与額
・1年間の保険料納付額、これまでの保険料納付額
・年金見込額（年額）（老齢年金受給者の方の場合は、現在受け取っている年金額（年額））等

利用するには？
　ご利用には「ねんきんネット」への登録が必要です。「ねんきんネット」の登録には以下の　ご利用には「ねんきんネット」への登録が必要です。「ねんきんネット」の登録には以下の
2つの方法があります。2つの方法があります。

《①マイナポータルからのご登録》《①マイナポータルからのご登録》
　パソコンもしくはスマートフォン
からマイナポータルにログインして、
「年金記録・見込額（ねんきんネット）」
から「ねんきんネット」への連携手
続きを行ってください。

《②ねんきんネットのユーザ ID取得》《②ねんきんネットのユーザ ID取得》
　「ねんきんネット」のユーザ ID取得の際には、基礎
年金番号、メールアドレスが必要となります。登録時
にお手元に年金手帳や年金証書など基礎年金番号が確
認できるものをご用意の上、登録申請を行ってくださ
い。

※「ねんきんネット」に表示されている年金記録がお客様のご認識と異なる場合は、管轄の年
金事務所にお問い合わせください。お客様の年金記録に「漏れ」や「誤り」がないか調査します。
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宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
2
月
5
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

在宅医療市民講座を開催！

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
月
面
着
陸
実
証
の

結
果
に
つ
い
て

　

昨
年
の
９
月
、
Ｈ
―
Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
47
号
機
に
て
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

た
小
型
月
着
陸
実
証
機(

Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｍ)

は
、
２
０
２
４
年
１
月
20
日

午
前
０
時
20
分
に
月
面
に
着
陸
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
面
着
陸
成
功
は
、
世
界
で
５

カ
国
目
と
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

が
挑
ん
だ
月
面
着
陸
精
度
１
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
を
目
指
す
世
界
初

の
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
」
の
技

術
実
証
に
つ
い
て
は
、
達
成
で
き

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

月
面
着
陸
後
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
太

陽
電
池
が
発
電
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
太
陽
電
池
に
太
陽
光
が

当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
再
び
通
信
を
確
立
す
る
こ
と

に
成
功
し
、
一
時
運
用
を
再
開
し

ま
し
た
。
そ
の
後
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
は
、

１
月
30
日
〜
１
月
31
日
の
運
用
を

経
て
、休
眠
状
態
に
入
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
に
搭
載
し
て
い
た
Ｌ

Ｅ
Ｖ
‐
１
と
Ｌ
Ｅ
Ｖ
‐
２
も
無
事

月
面
へ
放
出
さ
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｖ
‐
２

が
撮
影
し
た
画
像
を
、
地
上
に
転

送
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。

　地域包括支援センターでは、必ずやってくる最期に向けて考える機会として、8月に「エンディングノー
ト体験講座」、10月に「終活準備講座」を開催しました。
　「エンディングノート体験講座（講師：矢吹敦子終活カウンセラー）」では、意思決定ができなくなっ
たときに備えて、自らが希望する医療やケアを受けるために大切にしていることや望んでいることなど
を今のうちからしっかり考えておくことの大切さについて、学びを深めました。
　また、「終活準備講座（講師：内田雅之司法書士）」では、財産の管理や相続手続き、遺言書作成時の
注意点など、今のうちに知っておくと安心できる制度や手続き等について、講師からわかりやすく説明
いただきました。どちらの講座も『いつかは必要性を感じていた』と、多くの参加者が真剣な眼差しで
受講していました。

LEV-2「SORA-Q」
が撮影・送信した

月面画像

第
20
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
開
催

　

３
月
７
日
か
ら
３
月
11
日
の
期

間
で
第
20
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
手
作
り
の
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ
ト
や
衛
星
機
能
モ
デ
ル

（
Ｃ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｔ
：
カ
ン
サ
ッ
ト
）

を
開
発
・
製
作
し
て
打
上
げ
る
こ

と
で
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
い

合
い
、
物
作
り
の
奥
深
さ
と
面
白

さ
を
体
験
す
る
大
会
で
、
全
国
の

社
会
人
や
大
学
・
高
専
・
高
校
な

ど
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
部
門
と
Ｃ
ａ
ｎ
ｓ
ａ

ｔ
部
門
の
２
部
門
の
計
７
種
目

に
お
い
て
、
技
術
発
表
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
南
種
子
町
内
、
競
技

は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
竹
崎
グ

ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（参加者の感想）
・毎日を感謝して過ごしていきたいと思います。
・自分がずっと感じていたことに対して答えをもらえました。
・終活大事な問題です。残り少ない人生、大切に生きていきます。
・相続手続きや遺言書作成等は自分に関係ないと思っていました
が、お話をもう少し前に知っておいたら良かったと思いました。
大変参考になりました。

▲終活準備講座の様子

　

皆
さ
ま
の
た
く
さ
ん
の
応
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
12
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

永
田　

智
子

庄
司
浦

永
田　

斉

榎
元　

均

小
牧

榎
元　

ヒ
サ
子

高
原　

千
春

福
岡
県

倉
元　

忠
雄

筧　

俊
子

大
阪
府

筧　

伸
平

多
々
﨑　

登

池
之
久
保

多
々
﨑　

エ
ツ

青
山　

洋
信

芦
野

青
山　

エ
ミ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま

す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

岩
坪　

芽め
い依

女

将
太

舞

千
葉
県

橋
本　

青す
か
い空

女

修
治

沙
矢
夏

平
山

錨　

維ゆ
い
と翔

男

賢
紀

麻
奈

美
浜
町

砂
坂　

澪み
お

女

輝

華
奈
子

小
牧

𠮷
本　

伊い
お
り織

男

季
丸

愛

上
石
寺

𠮷
田　

想そ
う
す
け佑

男

拓
郎

沙
穂
理
住
吉
中
之
町

小
倉　

恵け
い
と翔

男

和
喜

美
波

野
木
平

西
川　

碧あ

お旺

男

文
太

笑
利
奈

小
牧
野

江
口　

空そ

ら良

男

賢
也

麻
良

桃
園

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

深
見　

龍
稀　
　
　

野
首

　
　

＆

駒
路　

奈
　々
　
　

伊
佐
市

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

新
迫　

ハ
マ
子

86

安
城
上
之
町

山
田　

利
久

88

軍
場

小
川　

道
子

97

安
城
下
之
町

坂
中　

末
雄

90

塰
泊

上
園　

カ
ヅ
エ

91

川
迎

𠮷
元　

勝
巳

89

上
石
寺

脇
田　

昭
男

88

田
之
脇

餅
田　

ミ
エ
子

90

浜
脇

宮
浦　

一
郎

71

上
之
原
町

中
村　

兼
彦

86

美
浜
町

森　

ア
ヤ
子

99

峯

小
路
口　

エ
ミ
子

89

下
石
寺

柏
﨑　

澄
江

93

美
浜
町

古
田　

ミ
チ
エ

92

沖
ケ
浜
田

江
口　

サ
ヨ

94

本
立

広告広告

上
妻　

ハ
ル
ヱ

101

西
俣

宮
田　

ス
エ
子

93

村
之
町

柏
﨑　

德
子

85

川
迎

古田校区 区営住宅
入居者募集 !!

※古田小学校に入学していただけるお子様がいら
　っしゃる方限定です。（学年は問いません）
■募集締切：3月20日（水）
■連絡先・お問い合わせ
　　　 古田校区長 窪田 良二　☎090-4996-7636
　　　 浜 島 商 店 濱島 英人　☎0997-23-8912

〇申し込みが多数の場合は選考させていただきます。

ココ
公民館

古田小

←空港 西之表市→

交番

校門

出窓

出窓

六畳

六畳
フローリング

【間取り】概略図です

クロー
ゼット→

押
入
れ

押
入
れ

フ
ロ
ー
リ
ン
グ

三畳

風呂 玄関ト
イ
レ台所

窓

窓窓

↑勝手口（床を張り洗濯機を置いてます）

約
一
畳

→

（古田小学校まで徒歩0分）

〇家賃は、控除制度があり安心して入居できます。
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年
賀
状
名
前
を
書
く
と
不
思
議
だ
ね
相
手
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
よ

今
朝
の
富
士
大
雪
化
粧
外
は
み
ぞ
れ
火
鉢
囲
み
て
心
が
痛
む

寒
風
に
耐
え
て
花
咲
く
寒
桜
一
途
な
姿
に
人
生
重
ぬ

今こ

ぞ年
も
ま
た
ポ
ン
カ
ン
採
り
に
来
い
と
い
う
友
の
電
話
に
心
う
き
う
き

新
年
を
迎
ふ
る
歓
び
淡う

す

れ
ゆ
く
そ
れ
で
も
故さ

と郷
は
鮮
明
に
あ
り

後
悔
も
思
え
ば
楽
し
人
生
の
知
友
縁
し
有
り
生
き
い
れ
ば

年
の
瀬
の
夕
日
静
か
に
背せ

な中
に
置
き
何
語
り
た
や
沖
の
馬
毛
島

年
明
く
る
自
然
災
害
事
故
事
件
起
き
て
は
な
ら
ぬ
天
神
参
り

ほ
の
か
な
る
思
い
を
こ
め
し
菜
の
花
の
車
窓
に
ゆ
れ
て
山
を
越
え
ゆ
く

晩
酌
を
遺
影
の
顔
が
見
て
い
る
よ
お
ふ
く
ろ
バ
キ
ー
た
い
が
ぁ
飲
め
と

寒
入
り
て
大
根
唐
芋
甘
さ
ま
し
百
円
市
場
に
勢
揃
い
せ
り

理
不
尽
な
り
気
候
変
動
難
民
は
空
気
汚
さ
ず
生
き
て
来
た
人

雪
ど
け
で
春
の
お
と
ず
れ
知
ら
さ
る
る
野
山
に
咲
く
は
花
の
合
唱

報
道
の
笑
え
る
記
事
を
待
つ
自
分
時
よ
進
ん
で
速
く
進
ん
で

炭
洗
ひ
箒
目
を
た
て
炉
を
開
く

大
み
そ
か
父
の
ス
キ
ヤ
キ
懐
か
し
む

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

静
岡
県
・
久
保
下　

キ
ヨ
子

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

鹿
児
島
市
・
下
村　

タ
ミ
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

香
代
子

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

横
山
・
中
目　

健
一
郎

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
う
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は

裏
面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　62件
うち急病　39件

1月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

2月 10日現在
（R6年累計）

交交通事故通事故（人身事故）

青果状況【1月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 542 18 3,409 362
葉茎菜
　　類 1,661 177 5,270 456

果菜類 126 35 1,267 317
その他 3,605 637 1,966 524
小 計 5,942 867 11,912 1,659

果
物
類

かん
きつ類 3,942 439 1,500 116

果瓜類 0 0 39 3
その他 484 665 535 175
小 計 4,426 1,104 2,074 294

鳥 卵・　　
加 工 品 等 102 20 585 197

花　類 8,613
本 349 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
25トン

10トン
（40％）

15トン
（60％）

取引額
449万円

234万円
（52％）

215万円
（48％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《3月の休み》
3日・6日・10日・13日・17日・20日・
24日・27日・31日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

3 月 当番スタンド

3日 種子島石油㈱（鴨女町）

10日 ㈲和人組（上石寺）

17日 ㈱有馬石油店（西町）

24日 ㈱三栄石油商会（天神町）

31日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

防
災
ラ
ジ
オ
の
放
送
内
容
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

西之表市防災情報システム

防災ラジオ配信履歴一覧

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
市
政
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
一
覧
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▲ SNS一覧
はこちらから

▲配信履歴一覧
はこちらから

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,579 3,880 7,459 3,971
上西 220 232 452 261
下西 1,061 1,032 2,093 1,191
国上 452 480 932 540
伊関 178 200 378 216
安納 168 179 347 196
現和 525 563 1,088 624
安城 142 127 269 158
立山 46 37 83 48
中割 34 32 66 47
古田 158 183 341 187
住吉 354 430 784 459

［校区別］

［人口］
全体 14,292 人（ ‐ 2）
男性 6,917 人（+7）
女性 7,375 人（ ‐ 9）
［世帯数］
7,898 世帯（+8）
（　）内の数字は前月比

1月末現在
人人口・世帯口・世帯

⑲ 市政の窓2024.3 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

お買い求めはお近くの販売店さんで。

し
ま
か
ん
ろ

鹿
児
島
県
本
格
焼
酎
鑑
評
会

「
優
等
賞
」入
賞

令
和
六
年
二
月
受
賞

・お酒は二十歳になってから
・飲酒運転はやめましょう

創
業
西
暦
1
9
0
3
年

ー

ー

ー

https://takasakishuzo.online
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